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��概要
　世界各国の特徴データと国旗のデザイン（色
や形）との関連性について統計解析ソフト �を
用いて解析する。

��実験方法
　各国の特徴データと国旗のデザインのデータ
（クラスラベルデータ）をそれぞれ���サイト
から収集、加工する。
　統計解析ソフト � を使用し、特徴データか
らクラスラベルデータを予測する。「赤色が使
われているか？」といった �クラスの分類と、
「メインカラーは何色か？」といったマルチク
ラスの分類をする。
　予測結果について正答率を求めて結果を評価
する。

��実験に用いたデータ
　 各 国 の 特 徴 デ ー タ は ��� サ イ ト
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����� から収集し、７種類（地域、面積、人
口、宗教、言語、農業、���）を使用するこ
ととした。国旗のデザインのデータは ���サ
イト �����������	���
���
�
���
��������

�	�	
��
���	�
�から収集した。

��学習器
　 � の ������� パッケージに含まれている
�
�� 関数を使用した。精度の評価方法は
����������������������


����� ��	
�� と
した。
　表１：国旗の色の分類結果

国旗の色 正解の比率 予測正答率!

赤 ""# $ "%& ' ()*+ **)(�!

緑 ,& $ "%& ' ()%, *,)#+!

青 ,& $ "%&' ()%, ,%)"-!

黄 ,� $ "%& ' ()%" ,-)&"!

黒 %# $ "%& ' ()�- *,)#+!

白 "(- $ "%& ' ()*� *�)&*!

��実験結果
　分類の予測正答率は色の分類、形の分類につ
いて行い、�クラスの分類結果はそれぞれ下の
表のようになった。表の項目の「正解の比率」
はクラスデータの偏りを表す。
　メインカラーを予測するマルチクラスの分類
結果は %+)&%!であった。

��まとめ・考察
　 � クラスの分類ではデータの偏りによって
正しい予測ができないことが多いが、青、緑、
黄、黒の分類については正しく予測できたと考
える。
　国の特徴データから国旗の色を分類すること
は多少は可能であると考える。しかし、形の分
類については難しいと考える。
　反省点として、形の分類に関しては異なる学
習器を用いて実験すれば異なる結果が得られた
と考える。また、分類の作業から作図までした
かったが、今回は形までは予測が難しかったた
めできなかった。

　表２：国旗の形の分類結果

国旗の形 正解の比率 予測正答率!

円 �� $ "%& ' ()"% -+)"#!

十字 "+ $ "%& ' ()"( &")�"!

左上囲 "* $ "%& ' ()"" --)+"!

太陽・星 ," $ "%& ' ()%( %#)&"!

文字 "( $ "%& ' ()(, &#)�%!

月 "( $ "%& ' ()(, &#)�%!

三角 �� $ "%& ' ()"% -+)"#!

動物 �- $ "%& ' ()"- *&)(+!

縦ライン �& $ "%& ' ()"& -()%(!

横ライン ,, $ "%& ' ()%% ,#)+"!
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